
マチにマッた
　　　マツリのマチ

　西条市に来たばかりのころ、「西条のカレンダーは

10月から始まる」と聞きました。それは、西条祭りが

終わると次のカレンダーが始まるということでした。

　雨が降り続いていたのに、祭りが近づくにつれて街

中に太鼓や笛の音が響いてきました。心弾む太鼓の音

と懐かしく切ないような笛の音が一体となって不思議

でした。

　私が住む喜多町では、だんじりが披露を兼ねてお祭

り前に町内を練り歩き始めました。近くの神社から宮

司さんが現れ、だんじりの前に立って安全祈願の儀式

を執り行いました。儀式が終わったのを見計らって、

近くにいたおじさんが宮司さんに、なんと「ついでに

私の腰痛も治してくださらんか」と頼みました。周り

の人々は大笑いで、宮司さんは困ったような笑顔でし

た。私はとても面白いなあと親近感を覚えました。

　祭りの日は、職場の同僚に中の段のだんじりに招待

世界のゆかいな仲間たち
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してもらいました。宮出し

の前夜、家主の家族はもち

ろん、遠くに住む姉妹や親友もそろっていて、大家族

の集まりは、まるでお正月のようでした。

　雨の降る中、出発前の温かいお酒で体がぬくもり、

心が躍りました。私は伊曽乃神社の真ん中にある「と

なりのトトロ」に出てくるような大きな木の下で、だ

んじりのお参りを見学しました。雨が降り続く中でも

それに負けないだんじりのパワーに感動しました。同

僚が「今年は『雨降って地固まる』で、絆がより深ま

ったようです」と話してくれました。

　西条市は、しなやかで、華やかな街だと思います。

弾むような音色と、楽しい人たちとのにぎわいを心待

ちにして、私の心のカレンダーも新しくなりました。
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